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令和６年度宮城県産食品の海外新市場開拓業務 

業務委託仕様書 

 

 

１ 委託業務の実施 

  宮城県（以下「発注者」という。）が実施する令和６年度宮城県産食品の海外新市場開

拓業務（以下「委託業務」という。）の実施について、受注者は、本仕様書により委託業

務を実施するものとする。 

 

２ 業務の目的 

県では、「宮城県農林水産物・食品輸出促進戦略」において、「水産物」「米」「牛肉」

「いちご」「日本酒」の５品目を「輸出基幹品目」に位置付け、輸出拡大に取り組んでい

るところである。 

しかし、県産食品については、東日本大震災以降、中国や韓国で継続されている禁輸

措置に加え、令和５年８月に開始した福島第一原子力発電所からの ALPS 処理水の海洋放

出の影響により、最大の輸出先であった香港でも水産物の禁輸措置が講じられたことか

ら、これらの国・地域に替わる新たな海外市場の開拓が急務となっている。 

このため、在外県人会の存在など歴史的に縁があり、親日で日本食の人気・需要が高

い現状にありながら、未だ日本産食品の輸入量が少ないメキシコを新規有望市場に位置

付け、宮城県産食品の販路開拓を行うもの。 

 

３ 委託期間 

  契約締結日から令和７年３月１７日（月）まで 

 

４ 委託業務の内容 

以下に掲げる内容を含む業務の企画を提案し、実施すること。 

 

（１）メキシコ市場における日本産食品のニーズ調査と輸出可能な商品の選定 

宮城県産食品の販路開拓に当たり、メキシコ市場における日本産食品のニーズを

調査すること。 

あわせて、メキシコの食品輸入に関する制度について把握し、輸出可能な県産食

品を選定すること。 

 

【取組事項】 

イ メキシコ市場における日本産食品のニーズ調査 

メキシコにおける最新の日本産食品のニーズや、品目ごとの主要ターゲット層

とその嗜好性（用途、食べ方）などについて調査・分析を行うこと。 

なお、ニーズ調査は、現地の輸入商社、小売店、飲食店等を対象に、B to B で

実施すること。 
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   ロ メキシコの食品輸入に関する制度の把握 

     メキシコにおける食品の輸入規制や、メキシコへの食品輸出に必要な手続き等

について確認・整理すること。 

   ハ 輸出可能な宮城県産食品の選定 

     イ及びロの調査結果を踏まえ、水産物を中心に、輸出可能な県産食品を１０商

品以上選定すること。 

 

 （２）宮城県産食品のメキシコへの輸出環境整備 

    県産食品をメキシコに継続的・安定的に輸出するための環境整備や事業者支援等

を行うこと。 

 

  【取組事項】 

   イ メキシコ向け輸出に関する情報発信 

県内の事業者に対し、セミナーや研修会の開催などを通じて、（１）の調査結果

を踏まえたメキシコ向け輸出の有望品目や、メキシコの食品輸入制度等について

の情報発信を行い、輸出への取組を誘導すること。 

なお、県内事業者への情報発信及び輸出誘導に当たっては、宮城県食品輸出促

進協議会やジェトロ仙台等の関係機関と連携して実施すること。 

   ロ 県内事業者への輸出支援 

     メキシコへの商品の輸出を志向する県内事業者に対し、輸出に必要な手続き（認

証取得）や、商品パッケージ・輸出ラベル作成等の支援を行うこと。 

 

（３）宮城県産食品のメキシコへの販路開拓と輸出バリューチェーンモデルの構築 

県産食品のメキシコへの販路開拓を行うとともに、持続可能な輸出バリューチェ

ーンモデルを構築すること。 

 

【取組事項】 

イ 県産食品の販路開拓 

     輸出先として有望なメキシコ現地の食品商社等を１社以上選定し、県産食品の

商談を行うこと。 

あわせて、現地の実需者（食品商社、小売店、飲食店等）を対象に、メキシコ国

内又は宮城県内において、１０社以上の県内事業者の商品の試食商談会を１回以

上開催すること。 

ロ 県産食品のメキシコ向け輸出バリューチェーンモデルの構築 

     メキシコへの日本産食品の輸出は、米国経由と日本から直接の２通りの経路が

あるが、現状は米国経由が多いと考えられる。米国経由の場合、輸送コストや関

税が重複してかかることから、メキシコでの販売価格の上昇につながっている。

また、輸送に時間がかかるため、品質保持や賞味期限の確保も課題となっている。 

そのため、県産食品を米国を経由せずに、日本から直接メキシコに輸出するた

めに最適な商流及び物流を選定し、品質を保持しながら持続的に輸出するバリュ
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ーチェーンモデルを構築すること。 

 

（４）メキシコにおける宮城県産食品の認知度向上と販売促進 

    現地の実需者や消費者の県産食品に対する認知度を向上させ、集客から購買につ

ながるような効果的な情報発信やプロモーションを展開すること。 

 

【取組事項】 

   イ 現地店舗におけるフェアの開催 

     メキシコ国内の小売店又は飲食店において、県産食品の２週間以上のフェアを

１回以上開催し、５商品以上を販売すること。 

     また、フェアの開催に当たり、ＳＮＳを活用した情報発信や、県産食品のＰＲ

を行うこと。 

   ロ アンケート調査の実施 

     フェアの来場者にアンケート調査を実施し、県産食品に対する需要や評価につ

いて分析を行うこと。 

     なお、分析結果は県内事業者にフィードバックし、マーケットイン型の商品開

発につなげること。 

 

（５）企画設計・調整 

イ 本業務全体を適切に遂行するための計画書及びスケジュール並びに運営体制を整

備し、明示すること。 

ロ 本業務に関する生産者等からの問合せや要望に対応すること。 

ハ 本業務全体の企画運営については、発注者と十分に連携しながら実施すること。 

 

（６）成果物の提出 

    本業務の成果物として、発注者が別途指定する期日までに、実績報告書（任意様

式）及び成果物を提出すること。 

実績報告書は本業務で実施した内容及び結果をまとめるとともに、実施結果から

業務の効果を分析すること。 

なお、実績報告書及び成果物は電子データで提出すること。 

 

（７）その他本業務に関わること 

イ 発注者への中間報告 

中間報告を２回程度実施し、発注者に対して業務の進捗状況等を報告すること。 

ロ 再委託について 

委託業務を一括して第三者に再委託することはできない。ただし、効率的に業務

を実施するために必要である場合は、県と協議のうえ、委託業務の一部を再委託す

ることができる。 

ハ 仕様の変更について 

受注者は、やむを得ない事情が発生した場合や、業務の目的を達成するためによ
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り効果的・効率的な手法がある場合等は、本仕様書の変更について県と協議するこ

とができる。 

ニ その他、委託業務に関連し必要と認められる事務を行うこと。 

 

５ その他 

  上記以外の事項について処理する必要が生じた場合は、受注者は発注者と速やかに協

議の上、互いに誠意を持って解決に取り組むこととする。 


